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A Cross Section of Postwar Educational Reform in the Process 







審の考え方を以ノメいれつつ， ニれまで枚挙に暇がないほ 巾類を合去してきた。にもかかわらず J
日本の青少~ての状況は，午を迫うごとに憂慮すべき方向に向っている 丙少年の変質を物語るのは、近
年の相次ぐ衝撃的な;事件である。神戸市の小学生殺害半件 ι1997年 J 被疑者は事件時，中学3年生J












































































































































































































中期日本の民大の誤りでもある i ホールにたいし，歴史 e 主化の多縦性に立って改革をすすめて附こう
とするダイクの姿勢の違いである。しかし，全体として眺めれば，ダイク，へンダーソンといった 1川、









をも配給せられることは‘忍ぶことはできないJと3月20I 什の特別記半ほ 安部を論難している c.)







につきる。 方で 1J IIJは !救育根本法J構想、をも抱懐しており それが技終的に教育基本法へと
したことはよく知られている。 だが彼の基本認識では，教育恨本法といえども勅語の否定のうえに成り
立つ法規範ではなか)た相 I((ま，補完し合う関係なのである J おもうに安部同様，田中もまた，よき
































































































月， GSI切の「詩 iJ而きニューディール派j'O! ケ-'1'-ィス，次長は，部下の同会課長}う"1)ア
ムズ(J_Williiln1S) に， 1司会での教育勅語廃止決議の可能悦を尋ねてL、る。この事実は， I (勅山(土=平
者)既存 i[Jij枠外にある事実行為としての『勅旨(であ J うだから，状況変動にともなうその効力作 1





































に立脚するものではなかったι マッカーサー (D.MacArthur) による日本人の精神年齢12才論は，人口
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